



















　2006 年の第 1 次安倍政権のときからアベノミクスという言葉は使われていたが，2013 年からの


































































　これに対し，民主党政権の失速後に再度登場した第 2 次安倍政権は，第 1 次政権のときとうって
変わって，「デフレ脱却」をスローガンとする経済政策を前面に打ち出す。同じアベノミクスとい
う言葉を使っているが，それはもはや小泉政権由来の市場原理主義にもとづく構造改革路線ではな













































































　先に指摘したようにアベノミクスの第 1，第 2 の矢と第 3 の矢の経済政策上相対立する性格は，
「強い日本を取り戻す」ためには強い経済力を回復する必要があるというアベノミクスの国家主義























　昨年 10 月に発足した第 3 次安倍改造内閣は，新たに「一億総活躍社会」を看板にして，アベノ














一億総活躍プラン」（2016 年 6 月 2 日閣議決定）である。そこでは，労働法制や雇用政策について
「働き方改革」を前面に出し，「同一労働同一賃金の実現など非正規雇用の待遇改善」と「長時間労









（９）　この点について詳しくは，拙稿「これはもう労働者派遣法ではない」『労働法律旬報』1847 号（2015 年）4 頁
以下参照。

































（１１）　大嶽秀夫『日本型ポピュリズム』（中公新書，2003 年）104 頁，122 頁以下参照。
（１２）　中野晃一『右傾化する日本政治』（岩波新書，2015 年）134 頁。
（１３）　日本経済新聞「かき消される進言　経済学界，安倍政権と溝」2016 年 8 月 17 日。
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